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第481号	 美鈴が丘まちづくり協議会

線状降水帯発生メカニズム 井口台の砂防堰堤が危機一髪 南街区山沿い道路に土砂流入 中学校グラウンドに土砂流入

美
鈴
が
丘
高
校
の
前
の

道
路
を
南
下
す
る
と
、
前

方
上
に
崩
れ
た
山
肌
の
痕

跡
が
自
然
に
目
に
入
っ
て

来
る
。
平
成
30
年
の
西
日

本
豪
雨
で
、
山
か
ら
の
土

砂
が
砂
防
堰
堤
を
越
え
中

学
校
校
庭
に
溢
れ
出
た
。

南
街
区
山
側
で
も
溢
れ
た

大
量
の
土
砂
が
越
水
し
道

路
を
塞
い
だ
。
あ
の
光
景

は〝
い
つ
ま
で
も
記
憶
に

留
め
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
〟。

近
年
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
で
大
雨
や
台
風
の

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
線

状
降
水
帯
の
発
生
・
台
風

の
大
型
化
が
よ
く
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

年
５
月
20
日
よ
り「
災
害

対
策
基
本
法
」が
改
正
さ

れ
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難

勧
告
は
廃
止
さ
れ
、『
警

戒
レ
ベ
ル
４
は
全
員
避
難

の
避
難
指
示
』に
一
本
化

し
緊
急
性
を
解
り
易
く
表

示
。
美
鈴
が
丘
に
は
全
体

の
約
１
／
４
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域（
レ
ッ
ド
・
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）が
あ
り

油
断
は
禁
物
。
温
暖
化
の

進
行
で
一
時
間
に
50
ミ
リ

超
の
非
常
に
激
し
い
雨
は
、

こ
こ
10
年
間
の
年
平
均
で

311
回
と
30
年
前
頃
の
1.4
倍

に
増
加
。
過
去
の
集
中
豪

雨
の
７
割
は
線
状
降
水
帯

に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て

い
る
。
線
状
降
水
帯
の
予

測
は
難
し
い
が
研
究
は
進

ん
で
い
る
。
６
／
17
よ

り「
顕
著
な
大
雨
に
関
す

る
情
報（
線
状
降
水
帯
発

生
情
報
）」の
運
用
が
始

ま
る
。
３
時
間
以
上
に
わ

た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に

停
滞
し
積
乱
雲
の
層
が
３

層
に
な
り
、
３
時
間
の
降

水
量
100
ミ
リ
超
の
範
囲
が

500
㎢
超
な
ど
の
基
準
で
自

動
検
出
し
発
表
さ
れ
る
が
、

実
況
デ
ー
タ
を
基
に
し
て

い
る
の
で
、
既
に
豪
雨
の

真
っ
只
中
に
あ
っ
て
避
難

が
難
し
い
状
況
か
も
知
れ

な
い
。
危
険
性
の
高
い
線

状
降
水
帯
は
近
年
で
は
年

平
均
44
回
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
温
暖
化
に
よ
り
台

風
の
移
動
速
度
が
36
％
減

速
し
て
お
り
、
風
雨
が
長

く
続
く
こ
と
に
な
る
。
気

象
庁
は
、
住
宅
が
倒
壊
す

る「
風
速
50
ｍ
超
の
猛
烈

な
風
」の
ラ
ン
ク
新
設
を

検
討
中
で
、
年
々
巨
大
化

す
る
台
風
へ
の
注
意
喚
起

を
強
め
て
い
る
。

昨
年
11
／
１
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
上
陸
し
た
台
風
19
号

は
884
㍱
最
大
瞬
間
風
速
100

ｍ
と
過
去
最
強
を
記
録
。

今
年
４
／
14
に
発
生
し
た

台
風
２
号
は
905
㍱
風
速
55

ｍ
最
大
瞬
間
風
速
80
ｍ
で

10
日
間
滞
留
し
た
。
ま
た
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
変

更
さ
れ
、
広
島
市
の
エ
リ

ア
を
８
つ
の
区
に
細
分
化

し
て
発
令
、
よ
り
詳
し
く

精
度
向
上
を
図
る
。
全
員

避
難
の
警
戒
レ
ベ
ル
４

は
、
避
難
に
か
か
る
時
間

を
確
保
す
る
為
に
２
時
間

後
の
雨
量
を
予
測
し
て
早

め
に
発
令
さ
れ
る
。
発
表

さ
れ
る
各
種
の
情
報
を
確

認
し
避
難
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め

て
お
く
事
が
大
切
。
３
年

前
の
西
日
本
豪
雨
の
際
の

広
島
市
中
区
の
累
加
雨
量

は
468
ミ
リ
、
昨
年
７
月
の

井
口
台
の
砂
防
堰
堤
危
機

一
髪
と
騒
が
れ
た
時
が
238

ミ
リ
。
降
り
始
め
か
ら
の

総
雨
量
が
300
ミ
リ
超
で
何

ら
か
の
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。「
あ
な
た
の
避
難

が
周
り
の
人
達
の
命
を
救

う
こ
と
に
繋
が
る
」。
災

害
で
実
際
に
避
難
し
た
人

の
多
く
が〝
周
り
の
人
が

避
難
し
た
か
ら
〟と
言
う

理
由
で
行
動
を
起
こ
し
て

い
る
。
緊
急
時
に
迅
速
に

避
難
す
る
に
は
、
事
前
の

準
備
が
大
切
。
①
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
中
身
の
点
検
②

服
装
・
靴
③
避
難
場
所
と

経
路
な
ど
常
日
頃
か
ら
準

備
を
心
掛
け
て
お
く
。
自

然
が
変
わ
っ
て
来
て
い
る
。

我
々
も
意
識
を
変
え
て
備

え
を
固
め
、
避
難
行
動
の

習
慣
づ
け
が
必
要
と
思
う
。

「
行
政
に
命
を
預
け
な
い
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

事
を
基
本
に
考
え
る
」。

土
砂
災
害
は
、
過
去
の
デ
ー
タ
や

�

被
災
地
の
情
報
か
ら
学
び
、
知
っ
て
備
え
る
！

知
識
＋
判
断
＋
近
隣
の
声
掛
け
＝
行
動
が
減
災
に
繋
が
る
‼



町
内
会
の
情
報
を
常
時
募
集
中
で
す
。何
か
情
報
が
あ
れ
ば
町
内
会
長・広
報
部
員・広
報
部
長
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
集
会
所
に
は
広
報
部
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
　
が
　
街
　
防
　
災
　 

連
載
５

堤
で
は
堰
き
止
め
き
れ
な

い
土
石
流
が
発
生
す
る
こ

と
も
あ
り
得
る
の
で
、
住

民
各
自
が
常
に
災
害
に
警

戒
す
る
心
構
え
も
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

自
主
防
災
会
と
は

自
主
防
災
組
織
は
、
地

域
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、「
隣
保
協
同
の
精
神
」

に
基
づ
い
て
、
住
民
の
一

人
ひ
と
り
が「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
固
い
信
念
と

連
帯
意
識
の
も
と
に
、
既

設
の
町
内
会
・
自
治
会
ま

た
は
こ
れ
ら
の
連
合
会
を

主
体
と
し
て
自
発
的
に
組

織
さ
れ
る
も
の
で
す
。

地
震
等
の
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
行
政

を
は
じ
め
と
す
る
防
災
関

係
機
関
は
災
害
対
応
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
が
、
同

時
期
に
多
発
す
る
災
害
に

十
分
な
対
応
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
は
、
地
域

に
住
む
方
々
が
自
ら
行
う

「
初
期
消
火
、
負
傷
者
の

救
出
・
救
護
活
動
」な
ど

の
自
主
的
な
救
出
活
動
が
、

被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

美
鈴
が
丘
の
各
町
の
自

主
防
災
会
の
編
成
は
、
会

長
、
副
会
長
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
そ
の
下
に
、
情

報
連
絡
班
、
消
火
班
、
救

出
救
護
班
、
避
難
誘
導
班
、

給
食
給
水
班
な
ど
の
班
が

設
置
さ
れ
、
各
班
に
は
責

任
者
と
し
て
班
長
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

長
、
副
会
長
、
各
班
の
班

長
で
本
部
を
構
成
し
、
自

主
防
災
組
織
の
総
括
や
各

班
の
運
営
指
導
、
訓
練
計

画
の
策
定
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
住

民
の
方
々
で
話
し
あ
っ
て

お
き
、
誰
が
ど
う
い
っ
た

活
動
を
す
る
の
か
、
役
割

分
担
な
ど
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、

一
般
的
に「
自
然
災
害
に

よ
る
被
害
の
軽
減
や
防
災

対
策
に
使
用
す
る
目
的
で
、

被
災
想
定
区
域
や
避
難
場

所
・
避
難
経
路
な
ど
の
防

災
関
係
施
設
の
位
置
な
ど

を
表
示
し
た
地
図
」と
さ

れ
て
お
り
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
地
域
の
土
地
の
成
り
立

ち
や
災
害
の
素
因
と
な
る

地
形
・
地
盤
の
特
徴
、
過

去
の
災
害
履
歴
、
避
難
場

所
・
避
難
経
路
な
ど
の
国

土
地
理
院
に
よ
る
防
災
地

理
情
報
を
基
に
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

美
鈴
が
丘
で
は
、

２
０
１
８
年
４
月
、
佐

伯
区
が「
美
鈴
が
丘
学
区

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
約

４
４
０
０
部
）を
作
成
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
て

も
ら
お
う
と
、
土
砂
災
害

の
恐
れ
の
あ
る
区
域
を
は

じ
め
避
難
場
所
や
経
路
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ａ
２
サ
イ
ズ
、
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
。
土
砂
災
害
や

地
震
が
起
き
た
際
の
指
定

緊
急
避
難
場
所
、
集
会
所

な
ど
地
域
の
集
合
場
所
ま

で
の
避
難
経
路
を
載
せ
て

い
ま
す
。
土
砂
災
害
警

戒
区
域（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
）を
黄
色
で
、
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）を
赤
色
で
区

分
け
。
気
象
情
報
の
入
手

方
法
な
ど
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
マ
ッ
プ
を
通
し
て
、

自
分
が
ど
こ
に
住
ん
で
い

る
か
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
か
か
っ
て
い
る
か
な

ど
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。

家
族
や
地
域
で
の
避
難
方

法
や
経
路
の
確
認
を
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

防
災
訓
練

防
災
訓
練
の
目
的
は
、

災
害
の
規
模
が
大
き
け
れ

ば
大
き
い
ほ
ど
、
人
命
救

助
や
消
火
な
ど
の
緊
急
対

策
の
需
要
が
増
大
す
る
た

め
、
防
災
関
係
機
関
は
す

べ
て
の
地
域
に
手
が
回
ら

な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

「
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け

は
大
丈
夫
」と
思
っ
て
い

る
と
、
実
際
に
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
、
被
害
を

拡
大
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

普
段
か
ら
で
き
な
い
こ
と

は
、
災
害
時
に
急
に
で
き

美
鈴
が
丘
に
あ
る
堰
堤

堰
堤（
え
ん
て
い
）と

は
、
土
石
流
な
ど
上
流
か

ら
流
れ
出
る
土
砂
を
受
け

止
め
、
溜
ま
っ
た
土
砂
を

少
し
ず
つ
流
す
こ
と
に
よ

り
下
流
に
流
れ
出
る
土
砂

の
量
を
調
節
す
る
施
設
の

こ
と
で
す
。
土
砂
が
堰
堤

に
溜
ま
る
こ
と
で
谷
の
勾

配
が
緩
や
か
に
な
り
、
山

肌
が
削
ら
れ
て
い
く
の
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
土
石
流

の
破
壊
力
を
弱
め
ま
す
。

美
鈴
が
丘
に
は
19
基
の
堰

堤
が
あ
り
、
街
区
別
に
は

東
が
５
基
、
南
が
10
基
、

緑
が
４
基
で
す
。
こ
れ
ら

は
土
砂
災
害
を
防
ぐ
為
に

団
地
開
発
時
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

堰
堤
も
長
年
の
う
ち
に
は

土
砂
、
木
々
、
枯
葉
な
ど

の
堆
積
が
進
み
、
土
砂
の

流
出
や
水
路
の
流
れ
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る

の
で
、
定
期
的
な
清
掃
な

ど
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

ま
た
激
し
い
降
雨
時
に
は

山
肌
の
崩
壊
に
よ
り
、
堰

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
災
害
時
に
適

切
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

実
践
的
な
訓
練
を
行
っ
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

美
鈴
が
丘
の
場
合
、
美
鈴

が
丘
で
想
定
さ
れ
る「
土

砂
災
害
」
や「
地
震
」
な

ど
の
災
害
を
想
定
し
、
緊

急
避
難
や
生
活
避
難
な
ど

の
訓
練
が
必
要
で
す
。
訓

練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

自
主
防
災
組
織
だ
け
で
は

な
く
、
各
年
齢
層
の
住
民

や
事
業
所
、
消
防
署
な
ど

防
災
関
係
機
関
な
ど
と
の

連
携
を
十
分
に
図
り
な
が

ら
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

防
災
訓
練
に
は
、
大
き
く

分
け
て「
避
難
時
の
訓
練

（
避
難
訓
練
）」、「
避
難

所
で
の
訓
練（
情
報
収
集・

伝
達
訓
練
、
給
食
・
給
水

訓
練
）」、「
応
急
訓
練（
消

火
訓
練
、
水
防
訓
練
、
救

出
・
救
護
訓
練
）」が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
い
く
つ

か
の
訓
練
を
組
み
合
わ
せ

て
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練

と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

�

前
防
災
部
長　

古
田
陽
久
）
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・東京オリンピックがもうそこに迫りましたが、無観客の線が強くなってきました？世界の出来事
日本の出来事
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宝
物
。

地
域
の
み
ん
な
で
大
切
に
し
ま
す
。

美
鈴
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

�

あ
り
が
と
う
‼

こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん
○38ご両親様のひと言

◦�お姉ちゃん、お兄ちゃんと一緒に元気に大きくなってね
◦�いつもいい笑顔でお早うしてくれて有り難う
◦�とっとかっかのところに生まれてきてくれて有り難う
◦�元気いっぱい笑顔いっぱいすくすく育ってね

３人で縄跳び 桜の下で

　

お
姉
ち
ゃ
ん
の“
ほ
の

か
”は
美
鈴
が
丘
小
３
年

生
。
双
子
の
弟“
と
う
ご
”

と“
か
ず
ま
”は
新
１
年

生
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ

も
賑
や
か
な
３
人
兄
弟
で

す
。
小
学
校
で
、
好
き
な

こ
と
得
意
な
こ
と
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
て
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
吸
収
し
て
欲
し

今
回
は
お
姉
ち
ゃ
ん
と
双
子
の
兄
弟
を
紹
介
し
ま
す
。

次
世
代
を
つ
な
ぐ 

　
　
　 

美
鈴
っ
子 

○

元 

気

73

い
と
思
い
ま
す
。

�

母
か
ら

◆
町
内
避
難
訓
練　

�

緑
二
丁
目
町
内
会

　
第
２
回
目
の
避
難
訓
練

を
耐
震
工
事
が
完
了
し
た

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」

の
美
高
講
堂
に
ご
近
所
同

士
声
掛
け
合
っ
て
約
100
人

が
参
集
し
開
催
。

今
回
の
目
的
は

①�

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
歩
く
距
離
と
時

間
の
確
認

②�

避
難
所
の
設
備
や
必
要

と
思
う
物
資
の
確
認

③�

リ
ュ
ッ
ク
の
重
さ
と
中

身
の
点
検
等
。

　
区
役
所
防
災
担
当
の
有

福
主
査
か
ら「
平
成
30
年

７
月
広
島
豪
雨
災
害
」の

顛
末
を
ビ
デ
オ
で
学
習
。

そ
の
後
避
難
場
所
や
危
険

カ
所
・
公
衆
電
話
な
ど
の

緊
急
時
に
役
立
つ
情
報
を

裏
表
に
掲
載
し
た「
美
鈴

が
丘
の
防
災
マ
ッ
プ
」の

活
用
法
に
つ
い
て
の
解
説

で
は
緊
急
避
難
時
を
想
定

し
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
の「
非

常
時
持
出
し
グ
ッ
ズ
」の

参
考
展
示
と
自
分
の
中
身

を
比
較
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
見
直
し
作
業
に
活
か
す
。

　
今
住
ん
で
い
る
地
域
の

危
険
ヵ
所
を
再
確
認
し
過

去
の
災
害
デ
ー
タ
を
記
録
、

避
難
行
動
の
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
行

政
任
せ
に
せ
ず
、
自
分
で

決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
。

�

（
中
原
）

◆�

花
壇
を
つ
く
り
・
花
を

育
て
満
10
年

　
平
成
24
年
７
月
西
第
五

公
園
に
赤
い
ブ
ロ
ッ
ク
で

花
壇
６
個
を
つ
く
り
、
花

を
植
え
今
年
で
満
10
年
を

迎
え
ま
す
。
毎
月
一
回
の

公
園
清
掃
は
町
内
住
民
が

組
単
位
で
行
い
、
花
壇

花
の
管
理
は「
花
の
井
戸

端
会
議
」役
員
が
当
番
を

決
め
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
夏
は
サ
ル
ビ
ア
・
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
冬
は
パ

ン
ジ
ー
を
主
に
育
て
て
お

り
ま
す
。
き
れ
い
に
花
が

育
つ
喜
び
を
楽
し
み
活
動

日
誌
を
綴
っ
て
お
り
ま
す
。

ウ
オ
ー
ク
途
中
に
公
園
ベ

ン
チ
木
陰
で
一
休
み
、
犬

ち
ゃ
ん
の
散
歩
、
小
さ
な

子
ど
も
達
が
仲
良
く
遊
び
、

公
園
利
用
者
か
ら
は
手
入

れ
が
行
き
届
い
て
気
持
ち

が
良
い
で
す
ね
と
声
を
掛

け
ら
れ
ま
す
。

　

西
五
丁
目
町
内
会
の

「
あ
な
た
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
で
花
の
彩

り
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い

憩
い
の
公
園
に
な
る
よ
う

日
々
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

◆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　
亀
居
城
址
探
訪

　
普
段
は
美
鈴
が
丘
団
地

や
団
地
周
辺
で
活
動
し
て

い
る
が
、
刺
激
を
求
め
て

時
々
遠
征
。
今
回
は
大
竹

市
の
亀
居
城
跡
を
探
索
。

１
万
５
，３
０
０
余
歩
を

歩
き
、
満
開
の
桜
と
背
後

の
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
き

れ
い
な
海
を
堪
能
し
充
分

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
た
。

37
人
が
参
加
。毎
月
第
２・

４
木
曜
日
が
活
動
日
。

�

（
中
島
）

美鈴が丘高校講堂での避難訓練の様子

町
内
会
の
情
報
を
常
時
募
集
中
で
す
。何
か
情
報
が
あ
れ
ば
町
内
会
長・広
報
部
員・広
報
部
長
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
集
会
所
に
は
広
報
部
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
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1�

企
画
部　
夏
祭
り
：
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応
か
ら
今

年
度
は
中
止
す
る
こ
と
に
決
定
。
花
火
の
み
打
ち
上
げ

2�

社
会
福
祉
協
議
会　
敬
老
会
：
今
年
度
も
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
昨
年
度
と
同
様
に
記
念
品
は
配
布
す

る
予
定

3‌�
体
育
協
会　
運
動
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

4
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

①
令
和
３
年
度
緊
急
連
絡
網
が
完
成
し
確
認
し
た
。

②�

近
々
日
赤
募
金
関
連
資
料
を
配
布
予
定
。
協
力
を

願
い
た
い
。

5�

防
災
部　
防
災
体
験
ツ
ア
ー

　
（
７
／
10
：
大
人
、
８
／
２
：
子
ど
も
）は
延
期
す
る
。

6
青
少
協　
ラ
ジ
オ
体
操
中
止

まちづくり協議会６月定例役員会報告

お
く
や
み

３
／
19�

波
見
サ
チ
コ
様（
83
）西
１

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

■
お
知
ら
せ
・
催
し

７
月
10
日
㈯　
延
期

◦
防
災
体
験
ツ
ア
ー

（
大
人
）

７
月
18
日
㈰

◦
献
血（
公
民
館
）

８
月
１
日
㈰　
延
期

◦
防
災
体
験
ツ
ア
ー

（
子
ど
も
）

９
月
12
日
㈰

◦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
体
協
）

９
月
19
日
㈰

◦
敬
老
会
中
止

★
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

■
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

鈴
が
峰
Ｋ　
５
／
21
）

　
　
１
位　
垰　
久
美
子

　
　
２
位　
宮
内　
秀
樹

　
　
３
位　
村
神　
哲
也

★
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

月
例
会

５
／
４

男
子
１
位　
土
井（
東
２
）

　
　
２
位　
相
葉（
東
４
）

　
　
３
位　
笠
井（
南
１
）

女
子
１
位　
笠
井（
南
２
）

　
　
２
位　
霜
野（
南
２
）

　
　
３
位　
岡
本（
南
３
）

★
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

■
カ
ー
リ
ン
グ
部

月
例
会

５
／
10

　
１
位　
倉
田
・
笠
井
㊛

　
２
位　
桑
原
・
梶
川
・
今
中

　
３
位　
森
重
／
板
東

★
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

■
ク
ロ
リ
テ
ィ
月
例
会
５
／
１

　
１
位　
旭
野

　
２
位　
木
谷

　
３
位　
笠
井

★
体
協
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

月
例
会

５
／
９

　
１
位　
山
根　
（
東
４
）

　
２
位　
大
深
㊛（
緑
１
）

　
３
位　
大
深　
（
緑
１
）

★
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

６
月
月
例
会

　
１
位　
田
坂（
東
２
）

　
２
位　
桑
原（
東
２
）

　
３
位　
國
安（
西
２
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

美
鈴
が
丘

■
卒
業
生
に
よ
る
標
語
を

校
庭
に
提
示
し
ま
し
た

　

車
間
距
離

　

そ
れ
が
あ
な
た
を

　

守
る
距
離
（
１
組
）

　

美
鈴
が
丘

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

　

幸
せ
の
町
（
２
組
）

　

未
来
へ
の
可
能
性
は

　

無
限
大

（
３
組
）

■
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

６
月
２
日（
水
）、
５

年
生
が
美
鈴
が
丘
小
学
校

の
校
庭
に
あ
る
田
ん
ぼ
で

田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
講
師
に
堀
江
壮

先
生
を
お
招
き
し
て
、
植

え
方
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
児
童
は
、
お
そ

る
お
そ
る
田
ん
ぼ
に
入
り

な
が
ら
、
１
本
ず
つ
丁
寧

に
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し

た
。
今
後
１
年
を
か
け
て

育
て
て
い
き
ま
す
。

■
り
ん
り
ん
下
校
を
行
い

ま
し
た
。

６
月
４
日（
金
）、
美

鈴
が
丘
地
区
防
犯
組
合
会

長
の
木
本
朋
子
様
を
は
じ

め
と
し
て
、
普
段
か
ら
児

童
の
見
守
り
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
様
を
体
育

館
に
お
迎
え
し
て
、「
感

謝
を
伝
え
る
会
」を
行
い

ま
し
た
。
見
守
り
の
方
が

校庭に張り出し

恐る恐る田圃へ

見守り隊への感謝を伝える

自
己
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
児
童
代
表
が
感
謝

の
言
葉
を
伝
え
た
り
し
、

そ
の
様
子
は
リ
モ
ー
ト
で

教
室
に
い
る
児
童
に
届
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
の
後
は
一
緒
に
一
斉
下

校
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
児
童
の
登

下
校
等
の
見
守
り
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
小
学
校
教
頭
：
上
田　

修
）

(	 				 		�

◆
新
任
役
員
紹
介

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業

運
営
委
員
会
委
員
長

谷
本　
昌
洋

５
月
号
で
記
述
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
左
記
の
通
り
訂
正

致
し
ま
す
。

町
内
会
連
絡
協
議
会
欄

（
誤
）
松
本　

貢
（
西
２
）

（
正
）
刎
本　

渉
（
西
４
）

慎
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

お
詫
び
と
訂
正

小
学
校
た
よ
り
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０
２
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